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平成 15 年 3 月 7 日 

各  位 
 

東 京 都 千 代 田 区 二 番 町 ７ 番 地 ５ 
株式会社インフォメーション・ディベロプメント 
代 表 取 締 役 会 長 兼 社 長  尾  﨑  眞  民 
（店頭上場銘柄コード番号：４７０９） 
（連絡担当 常務取締役 経営企画部長 小倉武雄） 

ＴＥＬ（０３）３２６４－３５７１ 

 
平成１５年３月期通期（連結、単独）の業績予想修正について 

 

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15 年 3 月期（平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日）通期

の連結・単独業績予想について、平成 14 年 5 月 22 日付当社「平成 14年 3月期 決算短信（連結、個

別財務諸表の概要）」において発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１． 平成 15 年 3 月期 連結業績予想の修正等 

（１） 通期（平成 14年 4月 1 日～平成 15 年 3月 31 日）業績予想 

                                                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想（Ａ） １２，３９３ ８６９ ４７９ 

今 回 修 正（Ｂ） １１，６３０ ５３０ ２４５ 

増 減 額（Ｂ-Ａ） △７６３ △３３９ △２３４ 

増    減    率 △６．２％ △３９．０％ △４８．９％ 

前 期 実 績 １１，０８１ ５４６ ２７２ 

増 減 率（Ｂ比較） ５．０％   △２．９％ △９．９％ 

 

（２） 修正理由 

① 売上高につきましては、運営管理業務、データエントリー業務が堅調に推移し、計画をほ

ぼ達成する見込みでありますが、顧客企業の統合に伴うシステム開発案件の終息やコスト削

減による開発案件の抑制が下期後半に顕著となり、ソフトウエア開発業務においては、期待

通りの受注が獲得できず、売上計画を大きく下回る見込みであります。また、コールセンタ

ー業務やパッケージ販売業務を行っている一部子会社における売上が未達であったため、対

計画比 7億 63百万円の減少（前年同期比 5億 49 百万円増、同 5.0％増）となる見込みであり

ます。 
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② 経常利益につきましては、上記の売上減少によるものに加え、運営管理部門のコストアッ

プ、高付加価値業務の取り込み不足やソフトウエア開発部門における要員と業務量・要求ス

キルとの効率的な業務展開が不十分（若年層の稼働率低下＝プログラム開発工程の作業量と

要員構成のアンマッチによるロス、待機）となり収益が低下したこと、および、子会社にお

ける計画未達成等により、対計画比 3億 39百万円の減益（前年同期比 16 百万円減、同 2.9％

減）となる見込みであります。 

③ 当期純利益につきましては、上記経常利益の減少に加え、別途お知らせのとおり子会社（ア

イディネット株式会社）の清算に伴う特別損失および、投資有価証券の評価損の計上により、

対計画比 2 億 34 百万円と大幅な減益（（前年同期比 27 百万円減、同 9.9％減）となる見込み

であります。 

 
 

２． 平成 15 年 3 月期 単独業績予想の修正等 

（１） 通期（平成 14年 4月 1 日～平成 15 年 3月 31 日）業績予想 

                                                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想（Ａ） １１，４１０ ８０９ ４５３ 

今 回 修 正（Ｂ） １０，４４０ ５５５ １７０ 

増 減 額（Ｂ-Ａ） △９７０ △２５４ △２８３ 

増    減    率 △８．５％ △３１．４％ △６２．５％ 

前 期 実 績 １０，３２０ ６０４ ３３２ 

増 減 率（Ｂ比較） １．２％ △８．１％ △４８．８％ 

 

（２） 修正理由 

 

① 連結業績で記載のとおり、売上高につきましては、運営管理業務、データエントリー業務

が堅調に推移し、計画をほぼ達成する見込みでありますが、下期以降、統合案件の終息や開

発案件の抑制などにより、ソフトウエア開発業務における売上が大幅に未達となり、対計画

比 9億 70百万円の減少（前年同期比 1億 20百万円増、同 1.2％増）となる見込みであります。 

② 経常利益につきましては、上記売上計画の未達によるものと運営管理部門のコストアップ、

高付加価値業務の取り込み不足やソフトウエア開発部門における若年層の効率的な業務展開

が不十分となり収益が低下したことにより、対計画比 2 億 54 百万円の減益（前年同期比 49

百万円減、同 8.1％減）となる見込みであります。 

③ 当期純利益につきましては、別途お知らせのとおり子会社（アイディネット株式会社）の

清算に関する特別損失（約 1 億 95 百万円）および、投資有価証券の評価損の計上等により、

対計画比 2億 83 百万円と大幅な減益（（前年同期比 1億 62 百万円減、同 48.8％減）となる見

込みであります。 

 

以上 


